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審 査 結 果 の 要 旨 

 本研究は、反復単相性4連発磁気刺激法（quadripulse stimulation；QPS）を用いて一

次運動皮質（M1）の長期増強（LTP）様変化を誘導し、進行性核上性麻痺（PSP）患者のM1

の可塑性に関して調べたものである。QPSによるLTP様変化は健常対照者と比較して減少し

ており、LTP様変化の程度は上肢の運動緩慢（bradykinesia）と負の相関を示した。本論

文の内容は、PSPの一次運動野においてLTP様変化の誘導が障害されていることを初めて示

したものでありQPSがPSPの運動症状の重症度を示す生理学的バイオマーカーとなりうる可

能性を示唆するものであり、学術水準を高めうるものと認める。 


